




教科横断探究 書道＆化学（第１回）                岡山県立玉島高等学校ＳＳＨR6 

 

 

 

 

 

実験 「淡墨」を用いて，実際に「あ」の字を書いてみよう。文字の表面を隅々まで観察しよう。 

 

観察 「淡墨」で書いた文字の表面をよく観察して，気づいたことをできるだけ書き残そう。 

 

 

疑問 観察した結果から，不思議と思うポイントを読み取ろう。 

 
 

探究 探究に適した不思議を１つ選び，因果関係を推測し読み解こう。 

原因 

 

 

 

 

が原因で 

結果（不思議に思ったこと）  

 

 

 

 

が起こった 

と推測できる。 

 グループで考える   グループで 1 つ選ぶ  

メモ 今回の実習を通して，気づいたことを書き残していこう。 

 

 

 

 

 

 

（  ）年（  ）組（  ）番 氏名（         ）（   ）班 

炭素と墨の科学 

観察結果 

【サイエンスミッション】 達成できた  ・  達成できなかった 

◎ 

◎ 

◎ 

個人で読み取った不思議 読み取った不思議を，グループで共有 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

淡墨を用いて，正しい筆順で，「あ」の字のお手本を書け！ そして，不思議を発見せよ！ 

  

どうして？ 

なぜ？ 

ササイイエエンンススミミッッシショョンン  



教科横断探究 書道＆化学（第２回）                岡山県立玉島高等学校ＳＳＨR6 

 

 

 

 

 

調査 教科書，資料集（図説），インターネット等で調べて，墨や墨液の成分を読み取ろう。 

 
実験① 細い流水に，キッチンペーパーで   実験② ２本の試験管，A：炭素粉末＋精製水， 

擦ったものさしを近づけてみよう。    B：（炭素粉末＋ゼラチン）＋精製水を混合してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察① 水の様子を観察しよう。 

 

 

 

 

観察② 炭素粉末と水の混ざり方を観察しよう。しばらく放置して変化の様子も観察しよう。 

考察 観察結果から，墨液中の各粒子の様子を読み解き図示しよう。 

墨液中の各粒子の様子（図示＋説明） 

「       」と「       」と「水」は必ず登場 

 
メモ 今回の実習を通して，気づいたことを書き残していこう。 
 
 
 

（  ）年（  ）組（  ）番 氏名（         ）（   ）班 

炭素と墨の科学 

調査結果 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

 試験管Ａ：炭素粉末＋精製水 試験管 B：（炭素粉末＋ゼラチン）＋精製水 

実
験
② 

  

炭素粉末を用いて，「墨」を自作せよ！ そして，墨の成分の特徴を理解せよ！ 

  

実
験
① 

ササイイエエンンススミミッッシショョンン  



教科横断探究 書道＆化学（第３回）                岡山県立玉島高等学校ＳＳＨR6 

 

 

 

 

実習 第 1，２回から，読み取った「不思議」を観察・実験をもとにグループで理解を深め合いましょう。 

メモ 今回の実習を通して，気づいたことを書き残していこう。 

 

 

 

振り返り B規準と比較した相互評価と，その評価のポイントも記入し合おう。 

 

（  ）年（  ）組（  ）番 氏名（         ）（   ）班 

炭素と墨の科学 

相互振り返り 
評価者 
（氏名） 

本人（メタ認知） 共同探究者（隣席，他者メタ認知） 
  

【相互評価（Ｂ以上はＡ，以下はＣ）】規準Ｂ：観察・実験から
探究に必要な情報を読み解くことができた。   
【記述評価】実習中の行動に注目して，評価できる点ともっと
こうしたら良かった点を自由に記述しよう。 

  

化学と書道の視点で，「書」の中の不思議について議論せよ！ 

  ササイイエエンンススミミッッシショョンン  



学校設定科目「玉島プロジェクト探究Ⅰ」 教科横断探究「炭素と墨の科学」授業計画 岡山県立玉島高等学校  R5 

学科名 
コース 

・類型名 
講座名（実習名） 授業時間数 講座数 生徒数 種別 履修形態等 指導者名 

普通科 

－ 
炭素と墨の科学 
（教科横断探究） 

３ 
（1 授業時間 45 分） 

●● ●● 必履修 クラス ●● ●● 

学年 教科用図書（発行所） 教科書以外の教材（発行所） 

1 年 － 
○本校作成ワークシート 
○図説サイエンスビュー化学総合資料（実教出版） 

 

講座の目標 
 テーマ毎に異なる教科の視点で実習を受けた後，感じたことや読み解いたことをまとめ，グループ内
で発表と議論を交わすことによって，多角的な視点と読み解く力を育成する。 

 
 学習活動 指導・支援上の配慮事項など 評価規準・方法など 読考論 

第

１

回 

 

 

 

 

 

１．書道の活動における不思議な現象を   

  読み解く。 

（１）淡墨を用いて，実際に「あ」の字を書

き，表面をしっかりと観察する。 

 

（２）サイエンスミッションの達成を目指す

過程で，可能な限り多くの気づきを記

録する。次に，書道の視点で不思議を

読み取る。 

 

（３）（２）の不思議の中から１つ選び，因果

関係を推測し原因を読み解く。 

 

 

 

 

 

 

 

○グループで書に取り組ませ，観察を通 

して気づきを３つ書き残すように，具体

的な目標を示す。 

○先ずは個人で考える時間をとり，次に

グループでの議論を活性化させる。 

○気づきの中から不思議を３つ書き出す

という，具体的な目標を示す。書き出し

た不思議をグループで共有させる。 

○因果関係が明確となる結果を１つ選 

び，グループで議論させ原因を推測さ 

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業観察＞ 

Ｂ：個人として，よく

観察している。 

 

Ｂ：グループで，自分

の意見を述べてい

る。 

 

＜ワークシート＞ 

Ｂ：活動の様子が具

体的に記録されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

第

２

回 

 

 

 

 

 

１．墨液を構成する物質の性質を，実験を

通して読み解く。 

（１）教科書，資料集（図説），インターネッ

ト等を用いて，墨や墨液の成分を調べ

る。 

 

（２）炭素粉末，水と敢えて実際に用いら

れている膠ｏｒＰ．Ｖ．Ａではなくゼラチン

を代用して墨液を作る実験に取り組

み，実験結果を適切に記録し，比較す

る。 

 

（３）（２）の結果から，ゼラチンを膠ｏｒＰ．

Ｖ．Ａに置き換え，墨液における炭素粉

末，水，膠ｏｒＰ．Ｖ．Ａの特徴と相互関

係を読み解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○個人で，教科書，資料集（図説），イン

ターネット等から必要な情報を読み取ら

せる。 

 

○グループで実験に取り組み，実験結果 

から必要な情報を記録させる。 

 

 

 

 

○グループで，自分たちの実験結果から 

考察して，墨液における炭素粉末，

水，膠ｏｒＰ．Ｖ．Ａの特徴と相互関係を

考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

＜授業観察＞ 

Ｂ：個人として，よく

調べている。 

 

 

Ｂ：グループで，協力

して実験に取り組め

ている。 

 

 

＜ワークシート＞ 

Ｂ：実験結果から読

み取った情報を活用

して考察できてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

学習活動のねらい：多面的な視点で，書道における事象を読み解くことができる。 

サイエンスミッション：淡墨を用いて，正しい筆順で，「あ」の字のお手本を書け！  

           そして，不思議を発見せよ！ 

学習活動のねらい：「墨」を構成する物質の性質を読み解くことができる。 

サイエンスミッション：炭素粉末を用いて，「墨」を自作せよ！ そして，墨の成分の 

           特徴を理解せよ！ 



 

 学習活動 指導・支援上の配慮事項など 評価規準・方法など 読考論 

第

３

回 

 

 

 

 

 

１．授業から読み取った不思議と観察・実

験をもとに，理解を深め合う。 

（１）書道における不思議を多面的に分析

する。 

 

（２）（１）と化学の視点から観察・実験の結

果を関連づけて，不思議を読み解く。

読み解いた「自分が考える不思議な解

決」をクラスで議論し共有する。 

 

（３）規準をもとに，自己・相互評価と評価

したポイントを書き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○得られた観察・実験の結果や考察か

ら，必要な情報を読み解かせる。 

 

○不思議の解決ではなく，自分なりの考

えをもたせることを目指させる。 

 

 

 

○ルーブリックのＢ規準をもとに，メタ認知 

及び他者メタ認知による自己・相互評

価をさせる。 

 

 

 

 

 

 

＜授業観察＞ 

Ｂ：グループで，自分

の意見を述べてい

る。 

Ｂ：グループで，自分

の意見を述べてい

る。 

 

＜ワークシート＞ 

Ｂ：根拠を示しなが

ら，自己・相互評価

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方 

Ａ 

十分満足でき

る 

必要な情報だけでなく，実験

結果や資料等から，関連する

内容をメモできている。 

グループで，お互いの意見を

尊重しながら議論できている。 

グループ内で協働的に，実験

等の活動に取り組んでいる。 

Ｂ 

おおむね満足

できる 

実験結果や資料等から，必要

な情報を読み解くことができて

いる。 

グループで，自分の意見を述

べることができている。 

個人として，実験等の活動に

意欲的に取り組んでいる。 

Ｃ 

努力を要する 

 

実験結果を書き残すことがで

きている。 

グループの議論に参加できて

いる。 

実験等の活動に参加できてい

る。 

育てたい生徒像 

（資質・能力）との関連 
読み解く力 

論じ合う力 

考え実行する力 
考え実行する力 

主な評価方法 
○授業観察 

○ワークシート 

○授業観察 

○ワークシート 

○授業観察 

 

（備考） 

 

 

学習活動のねらい：「墨」の不思議を，書道と化学の視点で読み解くことができる。 

サイエンスミッション：化学と書道の視点で，「書」の中の不思議について議論せよ！ 


